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中
学
二
年
の
春 、
チ
イ
ち
ゃ
ん
と
い
う
女

＾
� i-—

の
子
が
我
が
家
に
遊
び
に
き
ま
し
た。
チ
イ
ち
ゃ
ん

は＿
つ
年
上
で
す
が、

病
気
療
養
で
長
く
入
院
し
て
い
た
た

め、

新
年
度、
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
の
で
す。

お
昼
に
な
り、
一
緒
に
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ

る

事
に
な
り

ま
し
た
が、
チ
イ
ち
ゃ
ん
は
料
理
を
全
く
し
た
こ
と
が
な
く 、

包
丁
の
持
ち
方―
つ
か
ら
教
え

る

必
要
が
あ
り
ま
し
た。
両

親
が
共
働
き
で
日
頃
か
ら
台
所
に
立
つ
機
会
が
多
か
っ
た
私

は、

手
際
の
悪
い
チ
イ
ち
ゃ
ん
に
イ
ラ
イ
ラ
し、
「
こ
ん
な

こ
と
も
出
来
な
い
の
？」
と
口
調
も
き
つ
く 、

仕
舞
に
は
彼

女
の
問
い
か
け
を
無
視
す

る

始
末。
と
こ
ろ
が、
チ
イ
ち
ゃ

ん
は
私
の
嫌
味
な
態
度
を
全
く
気
に
せ
ず 、
目
を
キ
ラ
キ
ラ

輝
か
せ
な
が
ら
初
め
て
の
料
理
に
夢
中
で
す。
普
段
何
気
な

く
や
っ
て
い

る

料
理
の
何
が
そ
ん
な
に
面
白
い
の
か、

私
に

は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た。

翌
日 、

彼
女
の
お
母
様
が
我
が
家
に
や
っ
て
来
ま
し
た。

チ
イ
ち
ゃ
ん
は
初
め
て
の
料
理
を
大
興
奮
で
家
族
に
報
告
し、

家
で
も
っ
と
料
理
を
し
て
み
た
い、
と
話
し
た
そ
う
で
す。

お
母
様
は、
身
体
が
弱
い
か
ら
と
家
の
こ
と
を
何
も
や
ら
せ

な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び 、

深
々
と
頭
を
下
げ
ら
れ
ま
し
た。

「
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す」 、

と
大
き
な
菓
子
折
り
を
差
し
出
す
お
母
様
を
前
に、

私
は
自

分
の
態
度
を
省
み
て、

恥
ず
か
し
く
て
顔
を
挙
げ

る

事
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た。

そ
の
後 、
チ
イ
ち
ゃ
ん
は
入
退
院
を
繰
り
返
し、
一
緒
に

料
理
を
す

る

機
会
は
二
度
と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。
何
度
か

見
舞
い
に
い
き
ま
し
た
が、
生
活
感
の
な
い
白
い
病
室
を
訪

れ

る

度
に、

彼
女
に
と
っ
て、
退
院
で
き
た
短
い
期
間
が
ど

ん
な
に
大
切
な
も
の
だ
っ
た
か、
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た。

自
分
で
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

る

日
常
の
営
み
も、
当
た

り
前
に
手
に
入
ら
な
い
人
も
大
勢
い

る

…
す
っ
と
忘
れ
ら
れ

な
い
チ
イ
ち
ゃ
ん
と
の
出
来
事
は、
こ
の
職
業
に
携
わ

る

一

つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
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国立あおやぎ苑の平成27年度におけ

る

入所、通所、訪問、各利用者の人数と介護度の割合を表にまとめました。

国立あおやぎ苑

人所

通所

全国平均

•要支援1 • 要支援2 要介護l 要介護2

●要介護3 • 要介護4●要介護5●申請中

入所

通所

要介護2●要介護3●要介護4●要介護5要介護1

入所では、要介護5と4の合計が、国立あおやぎ苑では53%、全国平均は47.7%なので、全国平均

より介護度の高い利用者の割合が多いことが分かりました。
通所では、国立あおやぎ苑で要支援1·2が13% 、要介護1が26%、全国平均は要介護1が 30.1%

ですが、利用者全体におけ

る

要支援者の割合は調べられませんでした。

訪問では、介護度の高い利用者（要介護5、4)と介護度の低い利用者（要支援、要介護1、2)が
ほぽ同数となっています。通所の利用が困難な方や、自身のライフスタイルを持ちながらリハピリを行う方が多いためと考えられ
ます。

今回の調査結果は利用者の年齢を考慮していないため、 国立あおやぎ苑利用者の年齢層は、 全国平均よりも高いかもしれませ
ん。次回は利用者の年齢層とその割合について調べたいと思います。

•要支援1●要支援2

宏樹文責：小林



夏の暑さに負けそうな今日 この頃ではありま
すが、国立あおやぎ苑縄文棟の通所では囲碁・将
棋チ ー ムに分かれ男性陣の熱き戦いが日々繰り
広げられています。

通所ではレクリエ ー ションの一環として、空き
時間に自由に囲碁や将棋を楽しんで頂いていま
す。勝負中の真剣な眼差しはいつも穏やかな 顔か
ら 一変、 勝負師の顔へと変貌します。最近は将棋
や囲碁を楽しまれる利用者の方やそれを見学さ
れる方も増えており、今後は囲碁・将棋大会を開
催することも検討中です。利用者の方が一日楽し
く過ごして頂けるよう、今以上にレクリエ ー ショ
ンに力を入れていきたいと思います。

通所リハピリ課石川香織

春に土づくりから始め、現在、縄文棟玄関や既存棟屋上で実っています。今年
もたくさん 収穫できました。収穫した野菜は料理してみんなで美味しく頂きました。

撮影 既存棟3階 永井敏夫様

6月24日 より3日間、展示会が行われました。ご 利用者様
が作られた作品はどれも素敵で、華やかな空間となりました。

多くの方々に見て頂き、 大盛況で終了し
ました。ありがとうございました。

;---�------------------------、
、/ 皐剛贔暴-�曇凰 巳言‘雪言�;::し::::�;�方、近年は東京の 1

1 これまでリハピリ課職員、それぞれの生まれ故郷について紹介を 東京の親元から離れ、少し足を伸ばせば紫峰筑波山や、坂東太郎 ： 
＇ してき ました。この記事を通じて初めてお話をするようになったと とも呼ばれる利根川が流れる自然豊かな場所での生活は、いまでも

＇ か、昔旅行で訪れたことがあるとか、実は同郷だったとか、様々な反 大切な思いです。こんなお話をしていると、ふるさとのない私も久
＇

響がありました。そこで、ご好評につき今号からは思い出に残る心 し振りに友人を訪ねて里帰りしてみた くなります。
’ のふるさとを 紹介する「私のこころのふるさと自慢」を連載してい

迄-� , 
言語聴覚士末岡広光 ： 

、：関てここ；：ここここ：： B置E!―↓ムヘノ- ノ9:

I きます。 t·.-,�-:·"·.k� � 
� 

＇ 今回紹介します私のこころのふるさとは、青春時代を過ごした茨 , •• 
I 

＇ 城県龍ケ崎市です。

I 市として有名なつくば市のお隣にあります。

.... ________ _ -------------------
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